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■□■ショートコメント■□■ 

◆本作の監督は、本作ではじめてデンマークのアカデミー賞作品賞他主要９部門を受賞し

た女性メイ・エル・トーキー。これは、デンマークが誇る偉大な女性監督スサンネ・ビア、

ロネ・シェルフィグですら成し得なかった快挙らしい。さらに、同作はサンダンス映画祭

をはじめ、世界の映画祭で多くの賞を受賞したらしい。そのタイトル『罪と女王』とチラ

シの写真を見るだけでも非常に刺激的だから、こりゃ必見！ 

 

◆本作の主人公アンネ（トリーヌ・ディルホム）は、児童保護を専門にしている女性弁護

士だが、事務所を見ても自宅を見ても立派なもの。夫のペーター（マグヌス・クレッペル）

は再婚らしいが、ペーターも医者だから、なおさらリッチ。双子の娘も今は中学生ぐら

い・・・？そんな家庭の中にペーターと先妻との間に生まれた、今は１７才になっている

息子グスタフ（グスタフ・リン）を、スウェーデンからデンマークの自宅に引き取ること

になったところからストーリーが始まっていく。 

 先妻の教育が悪かったためか、それとも、もともとひねくれていたのか、グスタフは相

当の問題児で、とりわけ父親に心を開くことはなかったから前途多難だ。しかし、そんな

少年少女の心理に詳しいアンネは、夫の父親としての立場を守りつつ、何とかグスタフの

心を開こうと努力することに。 

 

◆ペーターもアンネも４０歳代後半だと思われるが、この夫婦は夜の営み面もお盛んらし

い。ところが、アンネが母親代わりとしてグスタフに接しているうちに、なぜかアンネの

心中には思わぬ性的欲望が・・・？？こうなると女性監督メイ・エル・トーキーならでは

のお手のもので、あえてそれを本作のメインテーマに据えたわけだが、残念ながら男の私
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にはサッパリ・・・。ある夜のアンネの衝動的な行動を見ていると、本作はまるでポルノ

映画？そして、「そんな出来事」が起きた後に展開される、本作中盤のインチキだらけの幸

せ家族の風景は・・・？ 

 

◆もちろん、これは誰にもバレてはならない２人だけの絶対的なヒミツ！当然そうだが、

ある日、息子とハラを割った触れ合いをするべく、２人でキャンプに出かけたペーターが、

自宅に戻り、アンネに「ある質問」を投げかけると・・・？ 

 アンネは経験豊かな弁護士だが、グスタフはまだ１７才の少年。したがって、グスタフ

が口から出まかせのウソをつくこともある。しかも、父親の気を引きたいと思えば、かな

り極端なウソをつくことも・・・。それがアンネの言い分だが、アレレ・・・？ 

 チラシには「知的で愛情深い女性が、悪意と支配に染まる――」と書かれているが、女と

はそこまで徹底的にウソをつける動物なの？ 

 

◆終盤に入ってからのそんなハラハラドキドキの展開（？）はさすがにポルノ映画ではな

く、多くの映画賞受賞作と思える出来栄えだが、私にはイマイチ。そしてまた、好きにな

れない映画という以上に、極めて後味の悪い映画になることに。 
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２０２０（令和２）年６月１２日記 


